
令和５年度和名ケ谷中学校 ２学期学習の指針（シラバス） 

教 科   家庭科  学 年   １年 

１ 学習の目的 

◆衣服のはたらきについて学び、衣服を手入れや保管の方法を知る。日常の衣服に関心 

を持ち、自分らしく着ることができるような姿勢を身につける。 

◆住まいの役割がわかり、住まいの安全対策ができるような姿勢を身につける。 

◆巾着やウォールポケットの製作を通して、用具の取り扱いやアイロンかけなど 

を習得する。 

２ 学習計画 

  学習内容  学習のねらい 

 
 

２ 

学 
期 

◆衣生活 

（１） 衣服の選択 

（２） 手入れと保管 

（３） 持続可能な衣生活 

・衣服につく汚れやしみの種類と性質を理解して、手入れ

や保管の仕方を理解する。 

・環境に配慮した衣生活（洗濯・着用・不用衣服）につ

いて、理解する。 

◆住生活 

（１） 住まいのはたらき 

（２） 安全な住まい 

（３） 持続可能な住生活 

・住まいの基本的なはたらきを理解し、住まいに必要な空

間とその役割を理解する。 

・家庭内事故の種類と原因を理解する。 

・安全な住まい方や非常時の備えを理解する。 

◆生活を豊かにする・物を作る  

（１） わたしや家族の生活を 

・製作に必要な材料や用具、製作手順を理解する。 

・作品を完成させることができる。 



豊かにする工夫、布を用いた

物の製作  

・基礎的な縫い方、ボタン付けができる。 

３ 評価規準、評価材料 

 評価規準 評価材料 

知識・技能 ・生活と技術について理解しているとともに、それ

らに係る技能を身につけている。 

・定期テスト ・作品  

・技家総合ノート・用具の使い方  

・プリントの内容 

思考・判断・

表現 

・生活や社会の中から問題を見出して、課題を

設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善

し、表現するなどして課題を解決する力を身に

つけている。 

・レポート ・用具の使い方 

・プリント ・作品製作の進め方 

・作品の飾りつけ 

学びに向かう

姿勢 

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりして、生活を工夫し

創造し、実践しようとしている。 

・忘れ物 ・授業態度 ・発表 

・進んで授業に取り組んでいる 

・作品製作の進め方 

・作品の飾りつけ 

 

４ 使用する副読本 

題名 出版社 

技術・家庭総合ノート 家庭分野 明治図書 

 



令和５年度和名ケ谷中学校 ２学期学習の指針（シラバス） 

教 科   家庭科  学 年   ２年 

１ 学習の目的 

◆中学生の栄養と食事について生活の中で食事が果たす役割や健康と食事との関わりに 

 ついて理解し、栄養素の種類とはたらきを知り、中学生の時期の栄養の特徴について考 

える。 

◆食品の選択と日常食の調理の基礎について食品の品質を見分け用途に応じて適切に選 

 択し、簡単な日常食の調理ができるようにする。また、食生活の安全と衛生に留意し、 

食品や調理用具等の適切な管理ができるようにする。 

２ 学習計画 

  学習内容  学習のねらい 

 
 

２ 
学 

期 

・食事の計画 

 

・中学生１日に必要な食品を組み合わせて、１日分の献立を立て

ることができる。 

・様々な食品と選択 ・食品が口に入るまでの流れを理解し、食品購入の仕方がわかる。 

・生鮮食品 ・生鮮食品とは何かを理解し、選び方がわかる。 

・加工食品 

・食品の安全と情報 

 

・食品加工の目的と食品保存の原理がわかる。 

・加工食品の表示の意味を理解できる。 

・加工食品の表示を見てその食品を見分け、自分で選択できる。 

〇日常食の調理 

・調理の基本と計画 

・調理の流れと手順がわかり、計画を立てることができる。 

・安全や衛生に注意し、器具の使い方がわかる。 



・肉の調理 

 

・肉や魚の調理上の取り扱い方がわかり、調理することができる。 

３ 評価規準、評価材料 

 評価規準 評価材料 

知識・技能 ・生活と技術について理解しているとともに、それ

らに係る技能を身に付けている。 

・定期テスト ・技能テスト  

・技家総合ノート・用具の使い方  

・プリントの内容 

思考・判断・

表現 

・生活や社会の中から問題を見出して、課題を

設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善

し、表現するなどして課題を解決する力を身に

付けている。 

・レポート ・用具の使い方 

・プリント 

学びに向かう

姿勢 

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりして、生活を工夫し

創造し、実践しようとしている。 

・忘れ物 ・授業態度 ・発表 

・進んで授業に取り組んでいるか 

 

 

４ 使用する副読本 

題名 出版社 

技術・家庭総合ノート 家庭分野 明治図書 

 



令和５年度和名ケ谷中学校 ２学期学習の指針（シラバス） 

教 科   家庭科  学 年   ３年 

１ 学習の目的 

◆家族と家族関係について、家庭や家族の基本的な機能を知り、家族関係をよりよくす 

る方法を考える。また、幼児の発達と家族について、遊びの意義、心身の発達の特徴を 

知り、子どもが育つ環境としての家族の役割について考える。 

◆家庭生活と消費について、自分の生活が環境について与える影響を考え、環境に配慮 

した消費生活を工夫する。また、家庭生活は、地域の人々に支えられていることを知る。 

 

２ 学習計画 

  学習内容  学習のねらい 

 
 

２ 
学 

期 

・子どもの成長と家族 

・幼児の遊びと発達 

・幼児の遊びを支える 

『幼児のための絵本作り』 

・幼児の生活の特徴を知り、家族の役割について理解する。 

・子どもの成長と地域とのかかわりについて理解する。 

・幼児の遊びの意義について理解する。幼児のおもちゃ作り 

◎幼児とのふれあい体験 ・幼児との関わり方を理解する。 

・幼児のおもちゃつくり 

◆幼児とのかかわり 

・子どもの成長と地域 

・幼児の遊び道具の役割や遊びを支える環境について考え

る。 

・子どもの成長と地域とのかかわりについて理解する。 

 



３ 評価規準、評価材料 

 評価規準 評価材料 

知識・技能 ・生活と技術について理解しているとともに、それら

に係る技能を身に付けている。 

・定期テスト ・作品の完成度 

・技家総合ノート  

・プリントの内容 

思考・判断・

表現 

・生活や社会の中から問題を見出して、課題を設

定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、

表現するなどして課題を解決する力を身に付け

ている。 

・レポート ・プリント 

・作品製作の進め方 

・作品の工夫 

学びに向かう

姿勢 

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりして、生活を工夫し創

造し、実践しようとしている。 

・忘れ物 ・授業態度 ・発表 

・進んで授業に取り組んでいる 

・作品製作の進め方 

・作品の工夫 

 

 

４ 使用する副読本 

題名 出版社 

技術・家庭総合ノート 家庭分野 明治図書 

 


